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●古市古墳群と埴生野を訪ねて 

　羽曳野市の名前は、古代の英雄・日本武尊が死後、

白鳥となって古市へ飛来し、再び「羽を曳くように埴

生野を越えて飛び立った」という白鳥伝説に由来しま

す。市内にはこうした伝承をはじめ数多くの歴史遺産

があります。今回はこの埴生野について最近の調査を

交えて紹介します。 

　市内を横断する最古の官道・丹比道（後の竹内街道）

が埴生野の坂にさしかかる南側には『峰塚公園』があ

ります。公園内の小高い「郷土の森ゾーン」の展望台

からは古市古墳群が見渡せ、特に左手奥にあり群の中

心である応神陵古墳の大きさには目を見張ります。ま

た、眼下の峯ヶ塚古墳は、整備に伴う発掘調査によっ

て後円部に石室が見つかり、出土した金・銀製のアク

セサリーや特殊な大刀などの豪華な副葬品から大王級

の被葬者が想定されます。 

　今では家やビルが建ち並び、古墳群全体は見渡せま

せんが、古墳群の中に我がまち・羽曳野があることが

わかります。 

　散策道を西に歩くと小口山古墳に着きます。今は小

さな入り口が見えるだけですが、古く明治時代末年に

は｢河内軽里の刳り抜き石棺｣として考古学界では知ら

れていました。棺を収める施設は横口式石槨と呼ばれ、

巨大な凝灰岩を南側の小口から刳り抜き、屋根は家形

に整えています。最近の発掘調査の結果、直径14ｍの

円墳で、石槨や羨道の構造などから７世紀中頃に築か

れたと考えられます。 

　公園を抜けさらに西側に進むと、宮内庁が聖徳太子

の弟・来目皇子墓として指定している塚穴古墳があり

ます。平成17年度の発掘調査では、指定地外の南側に

一辺100ｍにも及ぶ外堤があったことが判明しました。

当時これ程の墓域を持つ古墳は大和の石舞台古墳や同

時期の天皇陵に匹敵します。日本書紀には皇子が九州

で病死後「埴生山の崗の上」に葬ったと記されており、

被葬者が来目皇子である可能性が増しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　今では、埴生野はすっかり宅地化が進んでいますが、

発掘調査がもたらす貴重な歴史遺産の発見が、悠久の

歴史を感じさせます。是非、現地でご覧下さい。 

▼お問い合わせ先▼ 
羽曳野市教育委員会生涯学習室社会教育課 

ＴＥＬ　０７２－９５８－１１１１ 

E-mail　shakaikyoiku@city.habikino.osaka.jp

● お問い合わせ先 ● 
河内長野市企画総務部企画経営室企画課 

ＴＥＬ：０７２１－５３－１１１１ 

Ｅ-ｍａｉｌ：seisakusuishin@mbox.city. 
　　　　　　　　　kawachinagano.osaka.jp

塚穴古墳南側の外堤 

小口山古墳の石槨 

雄大な眺めを誇る名山「岩湧山」 
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　河内長野市の最高峰である岩湧山（８９７.７ｍ）は、

紀見峠をはさんで金剛山に相対してそびえる山です。 

　山頂には約８haの雄大な草原が広がり、南は葛

城山脈の尾根筋連峰を眺め、北は阪神方面、六甲連

峰をはじめ晴天時には遠く淡路島まで眼下に入るな

ど、大変展望に優れています。 

 登山家の岩崎元郎氏が選ぶ「新・日本百名山」に

大阪府で唯一名を連ねるなど、登山愛好家やハイキ

ング客に人気が高く、四季を通じて多くの人で賑わ

っています。 

　特に秋には、キトラと呼ばれる山頂一帯で、茅（ス

スキ）が可憐な花をつけるため、週末にもなるとハ

イキング客が茅の海の間を列をなしながら歩く光景

が見られます。茅が風にそよぐ様はここを訪れる人々

を和ませています。 

　岩湧山の茅は品質が良いことで有名で、屋根葺き

に最適であるとして、茅葺き民家の屋根の葺き替え

に使われているだけでなく、神社仏閣など全国の文

化財の修復にも使われています。 

 茅場は、放っておくと雑草などが生えて林に戻っ

てしまうため、人が手を入れることにより、美しい

草原状態を保っています。３月にはその一環として、

地元・滝畑地区の住民が茅場の山焼きを行っており、

灰が肥料となるため、茅の生育にも良い影響を与え

ます。 

　現在本市では、茅場の保全・活用を推進するため、

平成１９年５月にオープン予定の「滝畑ふるさと文

化財の森センター」の整備を行っており今後、屋根

葺きの技能者や茅刈りボランティアの養成を行うな

ど、市民だけではなく、全国に向けた茅の情報発信

の取組を進めていきます。 

　山頂までは、滝畑ダムや森林案内休憩所の「四季

彩館」（いずれも河内長野駅よりバス）から１時間

から1時間半で登ることができます。この春には山

頂付近にトイレが完成し、ますますお越しいただき

やすくなりましたので、ぜひ一度和泉平野を一望す

る山頂からの眺めをお楽しみ下さい。 
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